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1. はじめに
東京湾沿岸域は工場や住宅建設また護岸工事など
のために 90%以上が埋め立てや干拓が行われ、干潟
として期待できる食物連鎖を通しての有機物の除去・
分解といった水質浄化機能は大きく減少した 1）。その
結果、湾奥部を中心に富栄養化の程度が著しく赤潮
や貧酸素が常時観察されている。また、現在埋め立
てや護岸化などにより劣悪化した沿岸環境の修復を目
的とした人工干潟の造成も行われている 2）が、そのほ
とんどが造成後の維持管理が困難になっている 3）。
マクロベントス群集は生物生産や物質循環など干潟
生態系を質的に評価するうえで最も重要な生物群であ
り、その生息状況を把握することは不可欠である 4）。
環境修復度合いの評価指標としてマクロベントスの生
息状況が用いられる 5、6）。マクロベントスの調査では
その多くが二枚貝について行われてきた 7、8）。一方、
マクロベントス群集には最も現存量の大きいものの一
つである多毛類も生息する。堆積物食者である多毛
類は鳥類にとって極めて重要な食物であり、干潟生態
系における物質循環に重要な役割を果たしている 9）。
東京湾の干潟に生息する多毛類としてはカワゴカイ属
とイトゴカイ科が生息する 10）。カワゴカイ属は堆積物
表面の有機物を食べるのに対して、イトゴカイ科は干
潟底質内の有機物を食べる 10）。イトゴカイ科は有機
汚泥の堆積した軟泥干潟に適応性が高い 11）。しかし
ながら、多毛類に関して底質との関係についての調査
はほとんど行われていないのが現状である。そこで本
研究は東京湾奥部に位置する葛西海浜公園西なぎさ
においてカワゴカイ属およびイトゴカイ科の分布と底質
との関係を調査した。
2. 試料および方法
葛西沖人工渚は、荒川河口と旧江戸川河口の間に
形成された人工干潟である。西なぎさと東なぎさの
二つに分かれ、葛西海浜公園として管理されてい
る。西なぎさは葛西海浜公園と橋でつながれており
（Fig. 1）、昼間は一般の人が立入ることができる。
夏には多くの人が訪れ水遊びや日光浴などを楽しん
でいる。一方、東なぎさは鳥獣保護区に指定され、
人の立入りが禁止されている。
本研究は西なぎさの東部域において 2011 年 5 月
〜 12 月にほぼ毎月 1 回、スコップで 20 cm 立法の
堆積物を表層から採取し、1 mm 目合いのふるいに
てマクロベントスを選別した。マクロベントスの採
取は 25 m 間隔の計 9 地点で行った（Fig. 1）。
採取したマクロベントスを実験室に持ち帰り、鈴
木ら 12）に従って実体顕微鏡下でカワゴカイ属とイ
トゴカイ科を頭部の形状から同定した。採取したカ
ワゴカイ属とイトゴカイ科はすべて同定し、両多毛
類の個体数は採取時に切断されやすいことから頭部
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の数を計数した。
各地点の堆積物の粒度組成、含水率、強熱減量
の測定を行った。東京湾奥は波も穏やかであり、堆
積物の粒度組成は季節的に大きく変化しない 13）ため、
12 月に 1 回堆積物の採取を行った。含水率は採取し
た泥をシャーレに取り重量測定後、110℃で 2 時間乾
燥し再び重量測定後、その減少量から求めた。また、
底質中の有機物含有量の目安とされる強熱減量は乾
燥した堆積物をマッフル炉を用いて 600℃で 2 時間
加熱し、その減少量から求めた。粒度組成は 63 µm
と 2 mm 目合いのふるいを用いて分画し、63 µm-2 
mm 画分を砂、<63 µm 画分を泥（シルト・クレイ）
とした 14）。目視によりゴミ、貝殻、ベントスなどを除
去し、脱塩処理後、63 µm と 2 mm 目合いのふるい
を通し、63 µm-2 mm 画分と<63 µm 画分を重量測
定済みのワットマン GF/F フィルタ 上ーに集め、110℃
で 2 時間乾燥した後、両粒度組成の重量測定を行い
含泥率、含砂率を求めた。含水率、含泥率、含砂率、
強熱減量はいずれも 2 回測定しその平均値を求めた。
3. 結果および考察
各地点の堆積物中の含水率、粒度組成、強熱減量
（I.L.）を Table 1 に示す。
9 地点における含水率は 20.1 〜 39.8%で、地点 B1
が最も高く、地点 A3 が最も低い値であった。ライン
1、2、3 の平均値±標準誤差はそれぞれ 35.3 ± 2.3%、
31.0 ± 0.4%、25.5 ± 2.7%で、海側のライン 1 から陸
側のライン 3 にかけて減少傾向を示した。一方、ラ
インA、B、C の平均値±標準誤差はそれぞれ 28.3
± 4.1%、33.0 ± 3.5%、30.5 ±1.3%でありいずれも
30%前後で、一定の傾向は認められなかった。含泥
率は 0.2%〜 14.6%で、地点 A1 が最も高く、地点 B3
が最も低い値であった。ライン 1、2、3 の平均値±
標準誤差はそれぞれ 7.4 ± 3.9%、3.4 ±1.7%、2.1±
1.5%で、ラインA、B、C においてはそれぞれ 8.7±
3.0%、3.1±1.8%、1.1± 0.1%であった。ライン C か
らラインA にかけて、またライン 3 からライン 1 にか
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Fig. 1 Location of the sampling stations in the tidal 
flat of Kasai marine park.
Table 1. Contents of water （%）、 mud （% dry weight）, sand （% dry weight） and I.L. （%）
in the sediment at each station of Kasai marine park.
Water Mud Sand I.L.
% % %
A1 33.2 14.6 85.4 3.80
A2 31.7 6.7 93.3 2.16
A3 20.1 4.9 95.1 2.56
B1 39.8 6.4 93.6 2.58
B2 31.1 2.7 97.3 2.28
B3 28.1 0.2 99.8 2.06
C1 32.9 1.2 98.8 2.80
C2 30.3 0.9 99.1 2.78
C3 28.4 1.1 98.9 2.11
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けて増加傾向を示した。I.L. は 2.06 〜 3.80%の範囲
で地点 A1 が最も高く、地点 B3 が最も低い値であっ
た。ライン 1、2、3 の平均値±標準誤差はそれぞれ
3.1± 0.4%、2.4 ± 0.2%、2.2 ± 0.2%、ラインA、B、
C においてはそれぞれ 2.8 ± 0.5%、2.3 ± 0.1%、2.6
± 0.2%で、含泥率と同様にライン 1、ラインA が最
も高い値であった。仁木ら15）は泥質堆積物ではI.L.が
高い値であったことを報告している。そこで本研究に
おいて泥と I.L. の関係について調べると、含泥率と
I.L. に有意な正の相関性がみられた（Fig. 2; t-test、 
P < 0.05）。すなわち含泥率の高い場所は I.L.すなわ
ち有機物含有量も高いことが明らかとなった。
調査エリアにおけるカワゴカイ属とイトゴカイ科
の月別平均個体数の変化を Fig. 3 示す。
調査期間を通してのイトゴカイ科個体数の平均値±
標準誤差は 481 ± 127 個体 /m2 で、カワゴカイ属
は 157 ± 44 個体 /m2 とイトゴカイ科がカワゴカイ属
の約 3 倍の値を示した。イトゴカイ科は 5 月から 8 月
にかけて急激に減少傾向を示し 8 月から11 月にかけ
て増加に転じたのに対して、カワゴカイ属はイトゴカ
イ科と異なり 5 月から 8 月にかけて増加傾向を示し
8 月から 9 月にかけて減少した。イトゴカイ科におけ
る短期間での激しい個体群変動は他の場所でも報告
されている 16）。個体数が変動する要因として、生活史
（世代時間）と生息環境（溶存酸素濃度、塩分、水
温）の変化が考えられる。イトゴカイ科の世代時間
は 1 〜 2 カ月であり16）、一方カワゴカイ属の世代時間
は 1 年である 17）。カワゴカイ属、イトゴカイ科におい
て正常に生息しうる溶存酸素濃度の最低値はどちら
も同じ（2.1 mL/L）である 18、19）。さらに、低塩分・
高水温も多毛類の生存に大きな影響を及ぼす。カワ
ゴカイ属、イトゴカイ科ともに塩分 10 psu 以上、水
温 30℃以下で生存可能である 20-23）。このように両ゴ
カイとも生存可能な環境は類似している。7 月に多量
の降水量は記録されていないが、8 月は調査日前に
90 mm 近い降水量が観測され、また 7、8 月は気温
35℃前後の日が何日か観測されている 24）。両ゴカイ
の生息している深度も 20 cm 以浅で同じである 25）こ
とから、水温、塩分の影響の受けやすさもほとんど
同じであると思われる。7 月から 8 月にかけてカワゴ
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Fig. 2.　Relationship between mud content and I.L. in 
the study area of Kasai marine park.
Fig. 3.　Mean number of individuals of Hediste sp. （●） and Capitellidae （○） in the study area
of Kasai marine park. Vertical bars represent standard errors.
■：Capptellidae　
□：Hediste sp.
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カイ属とイトゴカイ科の個体数の変化が異なった要因
は生息環境の変化ではなく、世代時間の違いによる
のかもしれない。カワゴカイ属の世代時間は 1 年で、
一生涯一回産卵で成体は生殖を終えると死亡する 17）。
本州沿岸のカワゴカイ属にはヤマトカワゴカイとヒメヤ
マトカワゴカイが生息し、ヤマトカワゴカイは冬季に
成熟した個体になるのに対して、ヒメヤマトカワゴカ
イは 6 月から 9 月に成熟した個体になる 26）。したがっ
て、カワゴカイ属の 8 月から 9 月にかけての減少は生
殖後の死亡の影響によるのかもしれない。
調査期間内を合計したイトゴカイ科とカワゴカイ
属の地点別個体数を Fig. 4 に示す。
ライン別にみると、イトゴカイ科個体数におけ
るライン 1、2、3 の平均値±標準誤差はそれぞれ
3508 ± 981、3333 ± 827、1825 ± 139 個体で、ラ
イン A、B、C においてはそれぞれ 3742 ± 922、
2767 ± 933、2158 ± 405 個体であった。一方、カ
ワゴカイ属におけるライン 1、2、3 の平均値±標
準誤差はそれぞれ 650 ± 125、533 ± 227、1650 ±
697 個体で、ライン A、B、C においてはそれぞれ
1625 ± 688、475 ± 132、733 ± 273 個体であった。
ライン A、B、C についてみると、イトゴカイ科と
橋本慎治　中西悠
Fig. 4. Distributions of total number of individuals of 
Capitellidae （a） and Hediste sp. （b） during 
observation period at each station of Kasai 
marine park.
Fig. 5. Relationship between Capitellidae、 and 
content of water and mud in the tidal flat of 
Kasai marine park.
カワゴカイ属ともに最も東側に位置するライン A
が最も高い値を示した。ライン A は含泥率の最も
高い場所であることから、多毛類の餌の有機物を多
く含んでいる含泥率の高い場所にイトゴカイ科とカ
ワゴカイ属ともに多く生息していたことが考えられ
る。一方、ライン 1、2、3 についてみると、イトゴ
カイ科はライン 1 に最も多く生息していたのに対し
て、カワゴカイ属はライン 3 に最も多く生息してい
た。多毛類の生息に影響を及ぼす水質環境としては、
前述したように溶存酸素濃度、水温、塩分がある。
木村ら 27）によると、本研究の観測地点は河川水の
影響をほとんど受けない場所である。したがって
50 m 四方においてこれらの環境要因が大きく変化
することは考えにくい。イトゴカイ科とカワゴカイ
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属個体数における地点による変化は水質環境による
ものではないと思われる。また、他の要因としては
シギ・チドリ類などの鳥類による捕食が考えられる
が、西なぎさは多くの人々が遊びに来るため野鳥の
飛来数は少なく 27）、個体数の地点別変化における
鳥類捕食の影響は小さいものと思われる。そこでイ
トゴカイ科個体数と含水率、含泥率との関係の有意
性（t-test）を調べると、含水率は有意な相関性を
示さなかったのに対して、含泥率は有意な正の相関
性を示した（Fig. 5a、b）。イトゴカイは泥質堆積
物に適応して生息する代表的な堆積物食多毛類で、
泥中に埋没して生活しながら泥を丸呑みするように
摂食する 10、 28）。これらのことから、イトゴカイ科
は含水率よりも含泥率の方が重要であるのかもしれ
ない。一方、カワゴカイ属個体数と含水率、含泥率
との関係を調べると、含泥率は有意な相関性を示さ
なかったのに対して、含水率は有意な負の相関性を
示した（Fig. 6a、b）。これらのことから、カワゴ
カイ属はイトゴカイ科とは異なり含泥率よりも含水
率の方が重要であるのかもしれない。
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